
屋
臺
か
ら
く
り
競
演

〝
春
と
秋
〟の
屋
台
が

初
め
て
同
じ
場
所
に

飛
騨
グ
ル
メ新鮮な魚に驚き

定番の飛騨牛
中華そばに行列

奥
飛
騨
温
泉
郷

５温泉地が点在　　
雄大な山岳風景魅力
露天風呂は超に

イベントで観光集客増を

ト
ピ
ッ
ク

外
国
人
が
日
本
語
で
語
る

弁
論
大
会
を
６
月
に
開
催

市
制
施
行

周
年
記
念

ト
ピ
ッ
ク

泣
き
相
撲
大
会
を

５
月

日
に
開
催第２

回
目

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」　
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高
山
市
制
施
行

周
年
を
記
念

し
て
、
６
月

日
に
高
山
市
民
文

化
会
館
で
第

回
「
外
国
人
に
よ

る
日
本
語
弁
論
大
会
」
が
開
か
れ

る
。
主
催
は
市
と
国
際
教
育
振
興

会
、
国
際
交
流
基
金
。
現
在
、
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
出
場
資
格
は
、
①
母
語
が
日
本

語
以
外
で
あ
る
こ
と
②
大
会
当
日

の
年
齢
が
満

歳
以
上
で
あ
る
こ

と
③
過
去
の
大
会
で
外
務
大
臣
賞

ま
た
は
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
て
い
な
い
こ
と
―
。

　
例
年
、
約
１
０
０
人
の
応
募
者

の
中
か
ら
、
予
選
審
査
で
決
勝
大

会
出
場
者
を
選
出
し
て
い
る
。
主

催
者
に
よ
る
と
、
「
日
本
語
が
母

語
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど

の
話
し
方
を
す
る
出
場
者
が
増
え

て
い
る
。
外
国
人
の
日
本
語
習
得

の
高
さ
を
実
感
す
る
」
。

　
外
国
人
が
日
本
を
ど
う
思
い
、

何
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
外
国
人

目
線
か
ら
率
直
に
語
る
だ
け
に
、

日
本
人
が
日
本
を
考
え
る
好
機
と

い
え
そ
う
だ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
振
興
会
。
☎

０
３
・
３
３
５
９
・
９
６
２
０
。

　
５
月

日
、
子
ど
も
が
主
役
の

「
泣
き
相
撲
　
飛
騨
高
山
場
所
」

が
飛
騨
護
国
神
社
境
内
の
特
設
舞

台
で
開
か
れ
る
。
参
加
資
格
は
２

０
１
５
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
。

　
泣
き
相
撲
は
赤
ち
ゃ
ん
を
土
俵

に
上
げ
、
鳴
き
声
を
競
わ
せ
る
日

本
の
風
習
。
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
る
行
事
と
し
て
行
わ

れ
、
飛
騨
高
山
場
所
は
今
回
で
２

回
目
と
な
る
。

　
２
５
０
人
を
募
集
す
る
。
か
わ

い
い
特
製
の
さ
る
ぼ
ぼ
の
衣
装
を

準
備
し
て
お
り
、
わ
が
子
の
写
真

撮
影
に
も
力
が
入
り
そ
う
だ
。

　
参
加
費
は
８
千
円
だ
が
、
お
守

り
、
さ
る
ぼ
ぼ
セ
ッ
ト
、
名
入
れ

さ
る
ぼ
ぼ
人
形
、
手
形
色
紙
、
記

念
写
真
な
ど
の
記
念
品
付
き
。

　
問
い
合
わ
せ
は
泣
き
相
撲
飛
騨

高
山
場
所
実
行
委
員
会
。
☎
０
８

０
・
１
５
６
５
・
３
６
８
７
。

新穂高の湯

湯巡り手形 新穂高ロープウェイ

新
鮮
な
刺
し
身
も
格
別

有名な飛騨牛

中
華
そ
ば

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
は
北
ア
ル
プ
ス

（
飛
騨
山
脈
）
の
麓
に
点
在
す
る

五
つ
の
温
泉
（
平
湯
、
福
地
、
新

平
湯
、栃
尾
、新
穂
高
）の
総
称
。

い
ず
れ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
山
岳

風
景
と
露
天
風
呂
が
魅
力
だ
。
そ

の
露
天
風
呂
は
大
小
合
わ
せ
て
１

０
０
カ
所
以
上
も
あ
り
、
そ
の
数

日
本
一
と
も
い
う
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
最
奥
に
あ
る

の
が
新
穂
高
温
泉
で
、
井
上
靖
の

「
氷
壁
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
新
穂
高
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
起
点
と
も
な
る
。

新
穂
高
の
湯
や
ひ
が
く
の
湯
な
ど

の
日
帰
り
温
泉
も
充
実
。

　
栃
の
木
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の

が
栃
尾
温
泉
。
民
宿
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
と
山

菜
や
川
魚
な
ど
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
が
人
気
。
公

共
露
天
風
呂
の
荒
神
の
湯
は
脱
衣

所
と
「
露
天
風
呂
」
と
書
か
れ
た

大
き
な
岩
が
あ
る
だ
け
の
野
趣
あ

ふ
れ
る
湯
。
夏
に
は
蒲
田
川
周
辺

で
ホ
タ
ル
も
見
ら
れ
る
。

　
温
泉
郷
で
最
大
規
模
を
誇
る
の

が
新
平
湯
温
泉
で
、
大
型
ホ
テ
ル

か
ら
和
風
旅
館
、
民
宿
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
が
あ
る
。
親

水
公
園
の
た
る
ま
の
滝
は
冬
に
は

氷
瀑
と
な
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
。

ま
た
、
奥
飛
騨
ク
マ
牧
場
の
熊
は

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
観
光
客
を
迎
え

る
。

　
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
温
泉
風
景

を
見
せ
る
の
が
福
地
温
泉
。
山
里

の
静
け
さ
と
温
泉
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
み
た
い
人
に
お
勧
め
。
平
安

時
代
の
村
上
天
皇
の
入
浴
伝
説
か

ら「
天
皇
泉
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

日
本
百
名
湯
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
玄
関
口

に
あ
り
、
最
も
歴
史
が
あ
る
。
戦

国
時
代
、
武
田
信
玄
の
兵
た
ち
が

飛
騨
へ
攻
め
入
っ
た
時
、
温
泉
で

傷
を
癒
す
白
猿
を
見
て
発
見
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
落
差

㍍
の
平

湯
大
滝
は
飛
騨
三
大
名
瀑
の
一

つ
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い

る
湯
巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む

り
達
人
」
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。

豊
富
な
湧
出
量
を
誇
る
奥
飛
騨
の

温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
も

ら
う
の
が
狙
い
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
（
税

込
み
）
。

軒
の
宿
泊
施
設
で
利

用
で
き
る
。
湯
巡
り
加
盟
施
設
や

売
店
な
ど
で
販
売
し
て
お
り
、
有

効
期
間
は
発
行
か
ら
１
年
間
。

　
手
形
の
裏
面
に
３
枚
の
入
浴
シ

ー
ル
が
貼
り
付
け
て
あ
り
、
入
浴

の
際
は
フ
ロ
ン
ト
に
手
形
を
提
示

し
、
シ
ー
ル
を
は
が
し
て
渡
す
。

シ
ー
ル
枚
数
は
施
設
に
よ
っ
て
異

な
る
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
の
裏
面
に
は
温

泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
マ
ー
ク
が
三
つ
出
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
特
典
」
を
付

け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷

観
光
協
会
。
☎
０
５
７
８
・
８
９

・
２
６
１
４
。

　
飛
騨
高
山
の
食
と
い
え
ば
必
ず

名
が
挙
が
る
の
が
飛
騨
牛
だ
ろ

う
。
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
、

飛
騨
高
山
を
訪
れ
る
際
の
楽
し
み

の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
、
飛
騨
そ
ば
、
朴
葉
み
そ
、
み

た
ら
し
団
子
な
ど
も
有
名
だ
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
観
光
客
に

お
い
し
い
と
評
判
な
の
が
刺
し
身

や
す
し
だ
。
「
山
間
地
で
魚
？
」

と
首
を
か
し
げ
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
が
、
日
本
海
か
ら
短
時
間
で
運

ば
れ
て
く
る
た
め
鮮
度
が
良
く
、

ま
た
、
板
前
の
腕
も
確
か
な
こ
と

か
ら
、
知
る
人
ぞ
知
る
飛
騨
高
山

の
新
た
な
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
の
堀

則
会
長
一
押
し
の

グ
ル
メ
だ
。

　
中
華
そ
ば
も
お
勧
め
。
観
光
客

の
み
な
ら
ず
、
地
元
の
人
に
も
人

気
で
、
行
列
が
で
き
る
店
も
少
な

く
な
い
。醤
油
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
、

メ
ン
マ
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
、
ね
ぎ

な
ど
の
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
ラ

ー
メ
ン
。
飛
騨
高
山
で
欠
か
せ
な

い
味
だ
。

　
ま
た
、
日
本
酒
も
い
い
。
清
ら

か
な
水
、
良
質
の
米
、
気
候
な
ど

の
条
件
に
恵
ま
れ
、
そ
の
深
い
味

わ
い
で
全
国
の
左
党
を
う
な
ら
せ

て
い
る
。
そ
う
し
た
お
酒
を
手
軽

に
楽
し
め
る
と
し
て
評
判
な
の
が

同
協
会
が
実
施
し
て
い
る
「
酒
蔵

め
ぐ
り
」
（
入
場
無
料
）
。
１
９

７
５
年
か
ら
始
ま
る
、
歴
史
あ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
例
年
、
１
～
２
月
に
開
催
さ
れ

る
。
見
学
所
要
時
間
は

～

分

と
、
散
策
の
途
中
に
気
軽
に
参
加

で
き
る
の
が
う
れ
し
い
。
試
飲
も

あ
り
、
左
党
で
な
い
人
も
一
見
の

価
値
あ
り
。

　
市
制
施
行

周
年
記
念
の
最
大

の
目
玉
は
、
４
月

、

日
に
高

山
陣
屋
前
で
行
わ
れ
る
「
高
山
祭

屋
臺
か
ら
く
り
競
演
」
だ
。

　
豪
華
絢
爛
な

祭
り
屋
台
で
知

ら
れ
る
高
山
祭

に
は
、
「
春
の

高
山
祭
」
（
山

王
祭
、
毎
年
４

月

、

日
開

催
）
と
「
秋
の
高
山
祭
」
（
八
幡

祭
、
同

月
９
、

日
開
催
）
が

あ
る
が
、
今
回
、
「
春
と
秋
の
か

ら
く
り
屋
台
が
初
め
て
同
じ
場
所

で
競
演
す
る
」
と
飛
騨
・
高
山
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
。

　
春
は

台
、
秋
は

台
の
屋
台

が
出
る
が
、
か
ら
く
り
人
形
が
あ

る
の
は
春
の
「
龍
神
臺
（
り
ゅ
う

じ
ん
た
い
）
」
、
「
石
橋
臺
（
し

ゃ
っ
き
ょ
う
た
い
）
」、「
三
番
叟

（
さ
ん
ば
ん
そ
う
）」
と
秋
の「
布

袋
臺（
ほ
て
い
た
い
）」の
４
台
だ
。

　
春
の
山
王
祭
は
旧
高
山
城
下
町

の
南
半
分
の
氏
神
様
と
し
て
崇
め

ら
れ
る
日
枝
神
社
の
例
祭
。一
方
、

秋
の
八
幡
祭
は
城
下
町
の
北
半
分

の
氏
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
桜

山
八
幡
宮
の
例
祭
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
場
所
は
異
な
る
。

　
高
山
を
象
徴
す
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
が
、
宮
川
に
架
か
る
朱

色
の
欄
干
で
有
名
な
中
橋
。
こ
こ

で
記
念
写
真
を
撮
る
観
光
客
も
多

い
。
高
山
陣
屋
に
向
か
う
屋
台
が

こ
の
中
橋
を
渡
る
姿
は
山
王
祭
な

ら
で
は
の
光
景
だ
が
、
「
今
回
、

布
袋
臺
が
初
め
て
中
橋
を
渡
る
。

非
常
に
感
慨
深
い
」
と
同
協
会
の

堀

則
会
長
も
注
目
す
る
。

　
か
ら
く
り
実
演
は
、
熟
練
の
綱

方
が
幾
本
も
の
綱
を
操
っ
て
か
ら

く
り
人
形
を
遠
隔
操
作
す
る
も
の

で
、
古
い
上
方
形
の
操
作
方
法
が

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。
例

え
ば
、
布
袋
臺
の
見
ど
こ
ろ
は
布

袋
と
唐
子
人
形
の
離
れ
か
ら
く

り
。
２
体
の
唐
子
が
布
袋
に
飛
び

移
る
離
れ
業
や
、
布
袋
が
軍
配
を

振
る
動
き
な
ど
が
見
事
だ
。

　
当
日
は
、
４
台
の
屋
台
が
高
山

陣
屋
の
前
に
春
の
「
日
枝
神
楽
臺

（
ひ
え
か
ぐ
ら
た
い
）
」
と
と
も

に
曳
き
揃
え
ら
れ
、
１
日
２
回
ず

つ
実
演
す
る
。

　
ま
た
、
高
山
祭
の
屋
台
行
事
を

含
む
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
で
あ
る「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」


件
が
、
今
秋
に
ユ
ネ
ス
コ
政
府

間
委
員
会
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
の
可
否
に
関
す
る
審

議
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

布袋臺 日枝神楽臺石橋臺 三番叟龍神臺



整
備
進
む
２
次
交
通

富山、金沢からの
周遊に便利　　　
４月に山梨路線も

堀

則
　

飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長
に
聞
く

「
か
ら
く
り
屋
臺
」競
演
が
見
も
の
　

秋
に
ユ
ネ
ス
コ
遺
産
登
録
の
可
能
性

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
活
性
化
に
尽
力
　

高山観光の
現状と課題

外
国
人
旅
行
者


年
は

万

人
　

　
過
去
最
高
を
記
録

春
の
息
吹「
桜
」

咲き誇る　　　　
天然記念物　　　
枝垂れ桜も数多く

高山市制施行周年記念

ト
ピ
ッ
ク

６
月
に
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
　

タ
フ
な
コ
ー
ス
設
定

ト
ピ
ッ
ク

飛
騨
の
神
々
そ
ろ
う

「
飛
騨
の
大
祭
」　
　

来
年
５
月
に

年
振
り

（５） 第２８３８号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）３月２６日（土曜日）

高山市観光連絡協議会　一般社団法人飛騨・高山観光コンベンション協会

　
岐
阜
県
高
山
市
は
今
年

月
、
市
制
施
行


周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
観
光
面
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
春
の
高
山
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
。

周遊観光に欠かせない
２次交通

外国人旅行者の姿も目立つ古い町並み

荘川桜

臥
龍
桜

青
屋
神
明
神
社
の
枝
垂
れ
桜

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
桜
。
国

指
定
天
然
記
念
物
の
「
臥
龍
桜
」

（
一
之
宮
町
）
や
県
指
定
天
然
記

念
物
の
「
荘
川
桜
」
（
荘
川
町
中

野
）
な
ど
見
ご
た
え
の
あ
る
桜
が

少
な
く
な
い
。

　
臥
龍
桜
は
樹
齢
１
１
０
０
年
余

の
巨
木
。
も
と
も
と
は
１
本
の
桜

だ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
伸
び
た

大
枝
が
そ
の
重
み
で
地
面
に
つ

き
、
そ
こ
か
ら
発
根
・
独
立
し
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
。
一
時
は
台

風
な
ど
の
被
害
に
よ
り
枯
死
の
危

機
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
大
規
模
な

保
護
、修
復
活
動
を
行
っ
た
結
果
、

現
在
は
樹
勢
も
回
復
し
、
毎
年
美

し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

　
荘
川
桜
も
見
事
な
花
を
咲
か

せ
、
満
開
か
ら
３
日
間
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
桜
の
美
し
さ
は

格
別
だ
。
ま
た
、
中
橋
周
辺
の
桜

は
中
橋
の
朱
色
と
相
ま
っ
て
、
ひ

と
き
わ
ピ
ン
ク
色
が
映
え
る
。

　
朝
日
町
青
屋
神
明
神
社
の
枝
垂

れ
桜
は
「
気
ま
ぐ
れ
な
桜
」
と
呼

ぶ
人
も
い
る
。
ま
る
で
そ
の
年
の

気
分
に
よ
っ
て
、
華
や
か
に
自
ら

を
咲
か
せ
た
り
、
ツ
ン
と
澄
ま
し

て
見
る
も
の
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
た

り
す
る
か
ら
だ
。
「
そ
ん
な
と
こ

ろ
が
こ
の
桜
の
魅
力
」
と
い
う
。

　
高
山
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
域

に
は
白
川
郷
や
石
川
県
の
金
沢
、

富
山
県
の
五
箇
山
な
ど
、
本
物
の

日
本
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造
物
や

自
然
、
伝
統
工
芸
、
食
文
化
な
ど

が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
国
際
的
に
も

評
価
が
高
く
、
五
箇
山
と
白
川
郷

の
合
掌
造
り
集
落
は
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
高
山
や

兼
六
園
な
ど
は
フ
ラ
ン
ス
の
観
光

ガ
イ
ド
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
で
３
つ
星
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
外
国
人
の
人
気
も
高
く
、
２
０

１
５
年
の
高
山
の
外
国
人
延
べ
宿

泊
者
数
は
前
年
比

％
増
の

万

４
千
人
と
、
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。積
極
的
な
外
客
誘
致
に
加
え
、

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
な
ど
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
で
、
外
国
人
旅
行
者
も
ス

ト
レ
ス
な
く
快
適
な
旅
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
成
果
が
現
れ
て
い

る
。

　
内
訳
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
が


万
３
７
６
５
人
で
全
体
の
６
割
強

を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
、
欧
州

の
８
万
２
４
６
人
、
北
米
の
２
万

４
２
５
２
人
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
２

万
４
６
０
人
な
ど
。

　
最
も
多
い
の
は
台
湾
か
ら
で
、


年
は
８
万
２
１
４
６
人
が
高
山

を
訪
れ
た
。
こ
れ
に
香
港
の
４
万

２
８
５
９
人
、
タ
イ
の
３
万
３
１

１
９
人
が
続
く
。
い
ず
れ
も
前
年

に
比
べ
大
き
く
増
え
て
い
る
が
、

伸
び
率
で
見
る
と
中
国
が
断
ト

ツ
。
人
数
こ
そ
１
万
９
７
４
２
人

と
少
な
い
が
、
前
年
は
わ
ず
か
５

０
７
４
人
。
４
倍
弱
と
い
う
驚
異

的
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
の
当
面
の

目
標
は

年
に

万
人
に
す
る
こ

と
。
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
の
堀

則
会
長
は

「
今
後
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
セ
ー

ル
ス
し
て
こ
な
か
っ
た
中
国
や
韓

国
に
も
Ｐ
Ｒ
し
全
体
を
底
上
げ
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

今
年

月
１
日
、
高
山
市

は
市
制
施
行

周
年
を
迎
え
ま

す
。
記
念
行
事
な
ど
は
行
う
の
で

し
ょ
う
か
。

　
「
飛
騨
高
山
の
華
と
い
え
ば
、

春
と
秋
の
『
高
山
祭
』
で
す
。
そ

の
か
ら
く
り
屋
台
を
一
堂
に
集
め

披
露
す
る
『
高
山
祭
屋
臺
か
ら
く

り
競
演
』
が
４
月

、

日
に
高

山
陣
屋
前
で
開
か
れ
ま
す
。
春
と

秋
の
か
ら
く
り
屋
台
が
同
じ
場
所

で
共
演
す
る
の
は
初
め
て
で
、
こ

れ
は
見
も
の
で
す
。
市
民
も
注
目

し
て
い
ま
す
よ
」

　
「
か
ら
く
り
の
披
露
は
通
常
、

午
前
１
回
、
午
後
１
回
し
か
や
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
見
逃
す
人
も

多
い
。
今
回
、
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
、

、

日
は
朝
か
ら
夕

方
ま
で
、

分
間
隔
で
披
露
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
会
場
に
行
け

ば
い
つ
で
も
か
ら
く
り
が
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
屋
台
の

か
ら
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」

　

次
に
競
演
が
見
ら
れ
る
の

は
い
つ
で
し
ょ
う
。
１
０
０
周
年

で
す
か
？
（
笑
い
）
。

　
「
実
は
、
今
秋
に
ユ
ネ
ス
コ
政

府
間
委
員
会
に
お
い
て
『
山
・
鉾

・
屋
台
行
事
』
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
の
可
否
が
審
議
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
登
録
が
決
ま
る

と
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
来
年
に

競
演
が
実
現
す
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
（
笑
い
）
」

　

奥
飛
騨
温
泉
郷
の
お
客
さ

ま
の
動
向
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
奥
飛
騨
温
泉
郷
に
は
平
湯
、

福
地
、
新
平
湯
、
栃
尾
、
新
穂
高

の
五
つ
の
温
泉
地
が
あ
り
ま
す
。

お
客
さ
ま
は
そ
こ
そ
こ
お
越
し
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の

活
性
化
を
考
え
る
と
、
現
状
の
ま

ま
で
は
な
く
新
し
い
取
り
組
み
、

工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
奥
飛

騨
の
元
気
が
高
山
観
光
全
体
に
響

く
。
リ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
国
民
保
養
温
泉
地
の
強
み
を

生
か
し
、
温
泉
と
雄
大
な
自
然
を

セ
ッ
ト
に
し
た
『
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

地
』
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
て
国
内
外
に
発
信
す
る
。

〝
奥
飛
騨
慕
情
〟
だ
け
で
は
お
客

さ
ま
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
北
ア

ル
プ
ス
の
自
然
を
生
か
し
た
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に

温
泉
を
加
え
た
長
期
滞
留
型
の
商

品
を
造
り
、セ
ー
ル
ス
し
て
い
く
。

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
や
連
泊

に
耐
え
う
る
料
理
の
提
供
、
和
室

を
洋
室
に
変
更
す
る
の
は
大
変
で

す
が
、
な
ら
ば
２
人
ベ
ー
ス
で
受

け
入
れ
る
と
か
、
思
い
切
っ
た
転

換
が
必
要
で
す
」

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
２

千
万
人
を
超
す
勢
い
で
す
。
高
山

は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
２
０
１
５
年
の
延
べ
宿
泊
者

数
は

万
４
千
人
で
、
前
年
比


％
増
と
好
調
で
す
。

年
ま
で
に

は

万
人
に
す
る
の
が
目
標
で

す
。
台
湾
、
香
港
、
タ
イ
な
ど
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
韓
国
や
中
国
に
も
セ
ー
ル

ス
し
、
全
体
を
底
上
げ
し
て
い
き

ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

お
客
さ
ま
で
す
」

　
「
問
題
は
部
屋
の
確
保
。
先
ほ

ど
、奥
飛
騨
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
外
客
を
持
っ
て
い
く
。
外

客
受
け
入
れ
の
仕
組
み
を
作
れ

ば
、
奥
飛
騨
も
変
わ
っ
て
く
る
。

山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
に
な
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

　

北
陸
新
幹
線
開
業
か
ら
１

年
が
経
ち
ま
す
。
影
響
は
出
て
い

ま
す
か
。

　
「
昨
年
下
期
の
北
陸
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
以
降
、
国
内
の
お
客
さ
ま
が

飛
騨
高
山
に
お
越
し
に
な
っ
て
い

ま
す
。
２
次
交
通
も
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
広
域
周
遊
ル
ー
ト
に
よ

る
観
光
誘
客
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
協
会
も
入
る

北
陸
飛
騨
３
つ
星
街
道
誘
客
推
進

協
議
会
が
『
北
陸
飛
騨
３
つ
星
街

道
の
旅
』
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
信
州
を
加
え
、

『
北
陸
・
飛
騨
・
信
州
３
つ
星
街

道
観
光
協
議
会
』
（
仮
称
）
と
し

て
売
り
出
そ
う
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
ま
す
」

　

協
会
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
。

　
「
観
光
客
の
滞
在
時
間
の
延
長

が
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
に
対

応
で
き
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま

す
。
日
下
部
民
芸
館
や
高
山
祭
屋

台
会
館
な
ど
が
あ
る
八
幡
エ
リ
ア

へ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行

い
、回
遊
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
」

　
「
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）
対
策
を
重
点
的
に
進
め
て

い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
外
客
も
視
野
に
入

れ
た
集
客
の
手
段
と
し
た
い
。
ま

ち
づ
く
り
と
情
報
基
盤
整
備
に
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
（
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

会
長
）

　
近
年
、
２
次
交
通
の
整
備
が
進

み
、
高
山
を
含
め
た
周
遊
観
光
が

便
利
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ

た
高
山
、
白
川
郷
、
富
山
を
結
ぶ

高
速
バ
ス
の
運
行
。
新
幹
線
で
富

山
に
来
た
観
光
客
が
高
山
方
面
に

行
く
場
合
の
〝
足
〟
と
な
る
も
の

だ
。

　
富
山
地
方
鉄
道
と
濃
飛
乗
合
自

動
車
の
共
同
運
行
。
路
線
は
富
山

駅
前
―
白
川
郷
―
高
山
濃
飛
バ
ス

セ
ン
タ
ー
間（
約
１
３
５
㌔
）で
、

所
要
時
間
は
２
時
間
半
弱
。
昨
年


月
１
日
か
ら
１
日
４
往
復
し
て

い
る
。

　
運
賃
は
富
山
―
高
山
間
が
片
道

３
２
０
０
円
、往
復
５
４
０
０
円
。

同
―
白
川
郷
間
が
１
７
０
０
円
、

３
０
６
０
円
、
白
川
郷
―
高
山
間

が
２
４
７
０
円
、
４
４
２
０
円
。

小
学
生
は
半
額
。

　
ま
た
、
金
沢
駅
と
五
箇
山
、
白

川
郷
、
高
山
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
も

４
月
１
日
か
ら
増
便
さ
れ
、
毎
日


往
復
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
４
月

日
に
は
富
士

急
山
梨
バ
ス
に
よ
る
「
富
士
山
・

河
口
湖
―
飛
騨
高
山
」
線
が
開
設

さ
れ
る
。
１
日
１
往
復
の
毎
日
運

行
。

　
停
留
所
は
富
士
山
駅
、
河
口
湖

駅
や
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
中
央

道
下
吉
田
、
中
央
道
西
桂
、
中
央

道
都
留
、
中
央
道
小
形
山
、
平
湯

温
泉
、
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー

の
９
カ
所
。
ダ
イ
ヤ
は
往
路
が
富

士
山
駅
８
時
発
、
高
山
濃
飛
バ
ス

セ
ン
タ
ー
着

時

分
着
。
復
路

は
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
発


時
半
、
富
士
山
駅
着

時

分
。

　
運
賃
は
片
道
５
千
円
、
小
児
半

額
。
往
復
は
９
千
円
で
、
小
児
は

設
定
し
な
い
。
「
昇
龍
道
」
な
ど

を
絡
め
た
企
画
券
も
計
画
し
て
い

る
。

　
駆
け
巡
れ
飛
騨
高
山
を

６

月

日
、
第
５
回
「
飛
騨
高
山
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ

る
。
日
本
一
広
い
面
積
を
誇
る
高

山
市
を
駆
け
巡
る
だ
け
あ
っ
て
、

国
内
屈
指
の
タ
フ
な
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
距
離
、

何
と
１
０
０
㌔
と

㌔
。

　

㌔
は
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
、
１
０

０
㌔
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
向
け
。
参

加
料
は
１
０
０
㌔
が
１
万
８
千

円
、

㌔
は
１
万
４
千
円
で
、
そ

れ
ぞ
れ
２
千
人
、
千
人
を
募
集
す

る
。
参
加
賞
と
し
て
大
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
完
走
者
に
は
完

走
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
。

　
伝
統
息
づ
く
古
い
町
並
み
、
自

然
豊
か
な
乗
鞍
岳
を
望
む
コ
ー
ス

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
に
与
え

ら
れ
た
特
徴
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の

お
も
て
な
し
と
地
元
特
産
品
を
堪

能
で
き
る
エ
イ
ド
も
楽
し
み
の
一

つ
だ
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日
に

歳

以
上
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経

験
の
あ
る
健
康
な
男
女
。
募
集
締

め
切
り
は
３
月

日
。
問
い
合
わ

せ
は
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
事
務
局
。
☎
０
１
２
０
・

８
４
６
・
０
２
４
。

　
飛
騨
一
円
の
神
々
が
集
う
「
飛

騨
の
大
祭
」
が
来
年
５
月
３
～
６

日
、
飛
騨
一
宮
水
無
神
社
で
開
か

れ
る
。
１
９
６
０
年
以
来
、
実
に


年
振
り
と
な
る
斎
行
だ
。

　
飛
騨
の
大
祭
は
、
主
催
す
る
神

社
が
飛
騨
国
中
の
神
社
（
神
輿
や

ま
つ
り
行
列
）
を
招
請
し
て
、
天

下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願

す
る
飛
騨
地
方
独
自
の
大
ま
つ
り

で「
全
国
で
も
類
を
見
な
い
神
事
」

（
飛
騨
一
宮
水
無
神
社
式
年
大
祭

奉
賛
会
）
と
い
う
。

　
そ
の
起
源
は
飛
騨
一
宮
水
無
神

社
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
江
戸
時

代
に
飛
騨
地
方
で
発
生
し
た
大
規

模
一
揆
「
大
原
騒
動
」
に
よ
っ
て

荒
廃
し
た
同
社
の
神
殿
を
大
造
営

し
、
安
永
８
年
（
１
７
７
９
年
）

の
竣
工
遷
座
奉
祝
祭
で
飛
騨
国
中

の
代
表
神
社
を
招
請
し
、
３
日
間

に
及
ぶ
大
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。

　
騒
動
で
疲
弊
し
た
飛
騨
人
の
心

機
を
奮
い
起
こ
し
た
様
子
か
ら
、

世
相
の
悪
し
き
を
吉
に
返
す
世
直

し
の
ま
つ
り
と
し
て
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
飛
騨
各
地
の
神
社
に
お

い
て
不
景
気
の
時
や
異
変
の
後
に

斎
行
さ
れ
て
き
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
奉
賛
会
。
☎

０
５
７
７
・
５
３
・
２
５
０
１
。


